




要 約 

1.東京都立築地産院の新生児病室で交換輸血,輸血を受けた 37例についてその後の検査を

行なった結果,血清不規則抗体陽性例はなく,GOT の正常化未確認(追求中)が 4例,GPT の正

常化未確認(追求中)は 1 例であったが,HB 抗原と抗体および CMV 補体結合反応に関しては

異常と思われる例はなかった。 

2.極小未熟児を多く扱う施設に関する調査では(回答 62 施設),新生児病室で交換輸血,輸

血を受けた児(成熟児も含む)の比較的長期間後の副作用が 5年間で 77 例認められた(これ

らの処理を受けて生存した児の約 2%と推算された)。記載された異常 77例の内訳は,HB 抗

原陽性 24例,その他の肝障害20例,CMV 感染 14例,血清不規則抗体陽性10例その他 9例で

あった。新生児に対する輸血の副作用を防止するためには,家族,親戚からの新鮮血を受け

る場合が多いことを考慮に入れて対策をたてる必要があると考えられる。 


